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1.1.2 設計条件の整理 

開発行為を行うにあたり、公園整備及び緑化を行う必要がある。本項では、公園整備及

び緑化を行うにあたっての諸条件を「都市計画法に基づく開発許可制度の解説」、「熊谷市 

開発許可申請等に関する設計の手引き」、「緑化計画届け出制度の手引き」を用いて整理し

た。 

 

（1） 公園整備における設計条件 

設置する公園の設置基準や基準の強化、緩和などの概要を以下に示す。技術的細目に

ついては次章に記載する。 

公園の設置基準については、敷地内緑化により基準を満たすこととなる。 

   公園設置基準＝8.0ha× 3％＝0.24ha 

   敷地内緑化 ＝8.0ha×25％＝2ha 

   公園設置基準 ＜ 敷地内緑化 

 

表 1.3 公園の設置基準の概要 

設置基準 

・開発区域の面積が 5ha 以上の場合、面積が１箇所 300 ㎡以上かつ、その

面積の合計が開発区域の面積の３％以上の公園（もしくは緑地又は広

場）を設ける必要がある 

・開発区域の面積が 20ha 未満の開発行為においては、その面積が 1000 ㎡

以上の公園が１箇所以上必要である 

基準の強化 

・制限の強化は、設置すべき公園、緑地、広場の数、もしくは１箇所当た

りの面積の最低限度を定めることができる 

・公園等の総面積の最低限度の割合を、6％を超えない範囲で定めること

ができる 

基準の緩和 

・開発区域の面積の最低限度について、1ha を超えない範囲で行う 

・地方公共団体が開発区域の周辺に相当規模の公園、緑地又は広場の設置を

予定している場合に行う 

 

次頁以降に、上記の根拠となる「都市計画法に基づく開発許可制度の解説」と「熊谷市 

開発許可申請等に関する設計の手引き」における公園の設置基準等に係る部分の詳細を示

す。 
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1） 公園の設置基準 

本計画の敷地面積は約 8ha のため、面積が１箇所 300 ㎡以上かつ、その面積の合計が

開発区域の面積の３％以上の公園（もしくは緑地又は広場）を設ける必要がある。また、

面積が 1000 ㎡以上の公園を１箇所以上設ける必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.18 公園の設置基準 

＜都市計画法に基づく開発許可制度の解説／令和 2 年 4 月/埼玉県都市整備部都市計画課/p.116＞ 
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図 1.19 公園の設置基準 

＜熊谷市 開発許可申請等に関する設計等の手引き／平成 31 年 4 月/熊谷市都市整備部開発審査課 /p.5＞ 
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2） 基準の強化 

本計画の敷地面積は 8ha のため、基準の強化により、設置すべき公園、緑地、広場の

数、もしくは１箇所当たりの面積の最低限度を定めることができる。又は、公園や緑地

等の総面積の最低限度の割合を、6％を超えない範囲で定めることもできる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.20 公園の設置に係る「都市計画法に基づく開発許可制度の解説」の抜粋（1/2） 

＜都市計画法に基づく開発許可制度の解説／令和 2 年 4 月/埼玉県都市整備部都市計画課/p.118＞ 
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図 1.21 公園の設置に係る「都市計画法に基づく開発許可制度の解説」の抜粋（2/2） 

＜都市計画法に基づく開発許可制度の解説／令和 2 年 4 月/埼玉県都市整備部都市計画課/p.119＞
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3） 基準の緩和 

基準の緩和は、地方公共団体が開発区域の周辺に相当規模の公園や緑地等の設置を予

定している場合に行うことができるため、本計画では該当しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.22 公園の設置に係る「都市計画法に基づく開発許可制度の解説」の抜粋 

＜都市計画法に基づく開発許可制度の解説／令和 2 年 4 月/埼玉県都市整備部都市計画課/p.118＞ 
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（2） 敷地内緑化 

敷地内緑化における基準の概要を以下に整理した。具体的な緑化の方法等については

次章に記載する。 

 

表 1.4 緑化基準の概要 

緑化の推進 

・建築物の敷地面積が 1,000 ㎡以上の開発行為等においては、緑化

を推進する 

・開発行為等によって整備された樹木等は、将来にわたり適切な管

理を行う 

緑化基準 
・敷地面積が 3,000 ㎡以上の場合、緑化基準を満たす緑化計画を作

成する必要がある 

緑化の面積 

緑化を要する面積＝敷地の面積×0.25 

以上の式より算出される面積以上を緑地として確保する 

 

緑地とは、植物等の植栽又は育成のために必要な土壌基盤等が

縁石等で区画され、かつ区画内が樹木等により緑化された土地

をいう 

 

次頁以降に、上記の根拠となる「緑化計画届出制度の手引き」と「熊谷市 開発許可申

請等に関する設計の手引き」における緑化基準と緑化面積に係る根拠となる部分の詳細を

示す。 
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1） 緑化の推進 

本計画の敷地面積は約 8ha のため、緑化を推進する必要がある。 

 

 

 

 

 

図 1.23 緑化の推進 

＜熊谷市 開発許可申請等に関する設計等の手引き／平成 31 年 4 月/熊谷市都市整備部開発審査課 /p.6＞ 

 

2） 緑化基準 

本計画の敷地は、用途地域は定められておらず、面積は約 8ha のため、緑化基準を満

たす緑化計画を作成する必要がある。 

 

 

 

 

 

図 1.24 緑化の推進 

＜熊谷市 開発許可申請等に関する設計等の手引き／平成 31 年 4 月/熊谷市都市整備部開発審査課 /p.6＞ 

 

表 1.5 緑化基準 

 敷地面積が 3,000 ㎡以上 敷地面積が 3,000 ㎡未満 

用
途
地
域
が
定
め

ら
れ
て
い
る
区
域 

緑化を要する面積 

＝敷地の面積×（1－建蔽率）×0.5 

 

上記の式で算出した緑化基準を満た

す緑化計画を作成すること 

緑化を要する面積 

＝敷地の面積×（1－建蔽率）×0.5 

 

上記の式で算出した緑化基準を目標

値として、緑化計画を作成すること 

そ
の
他
の
区
域 

緑化を要する面積 

＝敷地の面積×0.25 

 

上記の式で算出した緑化基準を満た

す緑化計画を作成すること 

緑化を要する面積 

＝敷地の面積×0.25 

 

上記の式で算出した緑化基準を目標

値として、緑化計画を作成すること 

＜緑化計画届出制度の手引き／平成 31 年 4 月/埼玉県環境部みどり自然課/p.8＞ 
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3） 緑化の面積 

本計画において必要な緑化面積は、駐車場を含む敷地面積の 25%である。また、緑化

は特に支障がない限り「樹木による緑化」を基本とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1.25 緑化を要する面積（1/2） 

＜緑化計画届出制度の手引き／平成 31 年 4 月/埼玉県環境部みどり自然課/p.8＞ 
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 図 1.26 緑化を要する面積（2/2） 

＜緑化計画届出制度の手引き／平成 31 年 4 月/埼玉県環境部みどり自然課/p.9＞ 
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1.2 導入施設の配置検討 

1.2.1 検討条件の整理 

「埼玉県開発許可制度の解説」に基づき、緩衝帯等、配置に係る設計条件の整理を行っ

た。 

 

（1） 緩衝帯 

緩衝帯に係る条件の概要を以下に整理した。計画対象地周辺は、道路・耕作地に囲

まれており緩衝効果を有すると想定されるとともに、建築施設としても騒音・振動に

よる環境悪化が想定される用途ではない事から、緩衝帯としては計画しないこととす

る。 

 

表 1.12 緩衝帯の設置に係る条件の概要 

配置 

・１ha 以上の開発行為においては、騒音、振動等による環境の悪化の

防止上必要な緑地帯、その他の緩衝帯が配置されるように設計する

必要がある 

幅員 
・開発面積が 5ha 以上 15ha 未満の場合、緩衝帯の幅員は 10m 

・条例により強化できる緩衝帯の幅員の上限は 15m 

緩和基準 

・開発区域に隣接して公園、緑地、河川等の緩衝効果を有する公共施

設がある場合、緩衝効果を有する公共施設の規模に応じて、緩衝帯

の幅員を減らす、又は設置しなくてもよい 

・隣接する公園や植栽された道路の法面等の公共施設の幅員の 1/2 を

緩衝帯として設置すべき幅員の中に算入することができる 

 

次頁以降に、上記の根拠となる「埼玉県開発許可制度の解説」における緩衝帯に係る

部分の詳細を示す。 
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1） 緩衝帯の配置 

１ha 以上の開発行為においては、騒音、振動等による環境の悪化の防止上必要な緑地

帯、その他の緩衝帯が配置されるように設計する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.81 緩衝帯の配置 

＜都市計画法に基づく開発許可制度の解説／令和 2 年 4 月/埼玉県都市整備部都市計画課/p.173＞ 

 

 

 

1-86



 

 

2） 緩衝帯の幅員 

本計画の敷地は 8ha のため、緩衝帯の幅員は 10m となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.82 緩衝帯の幅員 

＜都市計画法に基づく開発許可制度の解説／令和 2 年 4 月/埼玉県都市整備部都市計画課/p.174＞ 
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3） 条例による幅員の強化 

条例による幅員の強化を行う場合、本計画の敷地は 8ha のため、緩衝帯の幅員は 15m

となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.76 条例による幅員の強化  

＜都市計画法に基づく開発許可制度の解説／令和 2 年 4 月/埼玉県都市整備部都市計画課/p.175＞ 
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（5） 五次検討案 

前述した検討案で熊谷市及び大宮国道事務所と協議した結果、以下の方針でレイアウ

トを見直す事とした。次頁より検討したレイアウトを示す。 

 

【レイアウト見直し方針】 

・小型車と大型車の混在を避けるため、小型車の出は構内道路側に限定する。 

・小型車駐車場の出口（南側）が駐車場中央部に位置しており利用者にとってわかり

づらいため、構内道路側（北側）に移動する。 

・小型車出口とセミトレ駐車マスが近接しており小型車の視距の点で懸念があるため、

セミトレ駐車マスの配置を見直す。 

・各乗り入れ幅は以下の条件で見直す。 

① 大型車アウトは出入口でイン軌跡と重複。 

（道路上で対応車線にははみ出さない） 

②セミトレは、イン軌跡と重複、対向車線はみ出しともにＯＫ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.88 レイアウト見直し方針 

・小型車出口を構内道路側へ移動 

・小型車は構内道路側への出のみとする 

・小型車出口とセミトレ駐車マスが 

 近接しないようにする 

乗入れ幅を縮小する 
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（6） 六次検討案 

前述した検討案で熊谷市及び大宮国道事務所と協議した結果、以下の方針でレイアウ

トを見直す事とした。次頁に検討したレイアウトを示す。 

本案が最終案となるが、本見直しは基本設計図とりまとめ後であったため、基本設計

図は前述した五次検討案に基づきとりまとめた。 

 

【レイアウト見直し方針】 

・管理区分の境界部には国側に歩道を設置する（国からの要望）。 

・建築施設への管理車両は駐車場からのアプローチを予定していたが、国管理区域を

通行する事を避けるため前面道路からの管理用動線を計画する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.89 レイアウト見直し方針 

 

・管理区分の境界部には国側に 

歩道を設置する。 

国管理区域 

市管理区域 

・前面道路より建築物への 

管理用動線を計画する。 
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1.2.3 管理区分の整理（国・市） 

 前項にて検討したレイアウト図に基づき、管理区分を以下のとおり設定した。 

 駐車場台数は整備計画に基づき設定し、国道 17 号側から進入する小型車は構内道路へ出

る事となる事から構内道路へのアプローチ部も国の管理区分に含める事とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.90 管理区分図 
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2.1 道路設計 

2.1.1 設計条件の整理 

（1） 道路区分 

1） 外周道路 

道路区分は、過年度計画で算出されている計画交通量 7226 台／日より、第３種第２

級とする。次頁に過年度計画の資料を添付する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 2.1 道路区分 

＜道路設計の手引き 道路編 /令和 2 年 3 月 /埼玉県県土整備部  /p.2-5＞  
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図 2.2 新設道路交通量 

＜(仮称)道の駅「くまがや」交通処理検討業務 報告書 /令和 2 年 3 月 /建設技術研究所  /p.5-4＞  
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2） 構内道路 

隣接地に計画されている市場の開発交通量は過年度計画において 456 台／日と算出さ

れている。次頁に過年度計画の資料を添付する。 

構内道路は上記交通量の他、道の駅従業員の車両及び搬入車両等が想定される。これ

らの交通量は 50 台程度以上想定されることから、構内道路の計画交通量は 500 台以上

1500 台未満とし、道路区分は、第３種第４級とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.3 道路区分 

＜道路設計の手引き 道路編/令和 2 年 3 月/埼玉県県土整備部 /p.2-5＞ 
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図 2.4 新設道路交通量 

＜(仮称)道の駅「くまがや」交通処理検討業務 報告書/令和 2 年 3 月/建設技術研究所 /p.5-9,10＞ 
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（2） 各種条件整理 

1） 設計速度 

①外周道路 

   第３種第２級の標準値は 60km/h となる。しかし、計画道路は、多くの利用者が道の

駅利用者と想定され、また交差点間距離も短く、低速走行が想定されるため、特例値

を採用し、設計速度は 40km/h とする。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.5 設計速度 

＜道路設計の手引き 道路編 /令和 2 年 3 月 /埼玉県県土整備部  /p.2-6＞  
 
  ②構内道路 

第３種第４級の標準値は 30km/h となる。しかし、計画道路は、多くの利用者が市場

利用者若しくは従業員であり、交差点間距離も短く低速走行が想定されるため、特例

値を採用し、設計速度は 20km/h とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.6 設計速度 

＜道路設計の手引き 道路編/令和 2 年 3 月/埼玉県県土整備部 /p.2-6＞ 
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2） 線形条件 

外周道路、構内道路の線形条件を次頁に示す。 
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図 2.7 線形諸条件（外周道路） 

＜道路設計の手引き 道路編 /令和 2 年 3 月 /埼玉県県土整備部  /p.2-33＞ 
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図 2.8 線形諸条件（構内道路） 

＜道路設計の手引き 道路編/令和 2 年 3 月/埼玉県県土整備部 /p.2-33＞ 
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2.1.2 縦横断設計 

（1） 横断設計 

1） 車線数 

①外周道路 

   計画交通量 7,226 台／日より、車線数は２とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.9 車線数 

＜道路設計の手引き 道路編 /令和 2 年 3 月 /埼玉県県土整備部  /p.2-12＞  

 

  ②構内道路 

   計画交通量 500～1500 台／日より、車線数は２とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.10 車線数 

＜道路設計の手引き 道路編/令和 2 年 3 月/埼玉県県土整備部 /p.2-12＞ 
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2） 横断構成 

①外周道路 

第３種第２級の標準横断構成を以下に示す。周辺道路における歩行者が少ないこと

から、計画道路の歩行者も少ないことが想定されるため、歩道は道の駅側の片側歩道

とし、幅員を 3.5ｍとする。 

次頁に道路区分別の横断構成基準を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.11 標準横断構成 

＜道路設計の手引き 道路編 /令和 2 年 3 月 /埼玉県県土整備部  /p.2-15,2-21＞  

  ②構内道路 

第３種第４級の標準横断構成を以下に示す。計画道路の歩行者は道路の横断が少な

くなるよう南側の片側歩道とし、歩道幅員は 2.5m とする。 

次頁に道路区分別の横断構成基準を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.12 標準横断構成 

＜道路設計の手引き 道路編/令和 2 年 3 月/埼玉県県土整備部 /p.2-16＞ 

※歩道を設置しない際の路肩幅員（擁壁設置の場合） 

※歩道を設置しない際の路肩幅員（擁壁設置の場合） 
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図 2.13 横断構成基準 

＜道路設計の手引き 道路編 /令和 2 年 3 月 /埼玉県県土整備部  /p.2-13＞
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3） 横断勾配 

外周道路、構内道路ともに、横断勾配は、車道部で 1.5%、歩道部は 1.0％とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.14 横断勾配 

＜道路設計の手引き 道路編 /令和 2 年 3 月 /埼玉県県土整備部  /p.2-18＞ 
4） 標準横断図の作成 

以上の検討結果より標準横断図を作成した。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.15 標準横断図 
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（2） 縦断設計 

接続先となる国道１７号ＢＰ、国道１２５号の現況高を踏まえて、新設道路の縦断

図を作成した。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.16 縦断図（新設道路） 
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2.1.3 舗装設計 

（1） 外周道路・構内道路 

1） 計画交通量 

舗装設計にあたっての大型車計画交通量は整備計画に整理されている大型車交通量

より設定する。次頁に整備計画の抜粋を示す。 
 

【外周道路】  
 ・整備計画における大型車交通量 1186 台（大型バス 15 台、大型車 1171 台）に対し

て、国道 17 号 BP、国道 125 号からの立ち寄り交通量を追加する。 

  ①国道 17 号 BP からの立ち寄り交通量：711 台 

   75×1.28×0.1+4381×1.28×0.125＝710.6 

  ②国道 125 号 BP からの立ち寄り交通量：1054 台 

   55×1.349×0.1+6202×1.349×0.125＝1053.2 

  ・上記より外周道路の大型車交通量は、2951 台／日とする。 

 
 【構内道路】  
  ・構内道路は、国道 17 号 BP、国道 125 号及び外周道路からの立ち寄り交通量とする。 

   ①外周道路からの立ち寄り交通量：208 台 

    15×1.4×0.1+1171×1.4×0.125＝207.025 

  ・上記より構内道路の大型車交通量は、1973 台／日とする。  
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図 2.17 大型車交通量 

＜（仮称）道の駅「くまがや」整備計画/令和 2 年 6 月/埼玉県熊谷市 /p.2-11,12＞
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2） 各種設計条件 

①設計期間 

設計期間は、道路設計の手引きに従い 20 年とする。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.18 設計期間 

＜道路設計の手引き 道路編/令和 2 年 3 月/埼玉県県土整備部 /p.6-6＞  
 

②信頼性 

信頼性は、道路設計の手引きに従い 90％する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.19 信頼性 

＜道路設計の手引き 道路編 /令和 2 年 3 月 /埼玉県県土整備部  /p.6-10＞ 
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③疲労破壊輪数 

疲労破壊輪数は、道路設計の手引きに従い以下のとおりとする。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.20 疲労破壊輪数 

＜道路設計の手引き 道路編 /令和 2 年 3 月 /埼玉県県土整備部  /p.6-12＞ 
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④設計ＣＢＲ 

  計画対象地は、基本的に盛土構造となる。路床部分の盛土材に、購入材（再生砕石・

山ズリ）を活用する方針としている事から設計ＣＢＲは 12％とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.21 設計 CBR 

＜道路設計の手引き 道路編 /令和 2 年 3 月 /埼玉県県土整備部  /p.6-18＞ 
 

3） 舗装厚の検討 

舗装構成は道路設計の手引きにおける標準構成より設定する。  
次頁に標準構成を示す。 
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図 2.22 舗装の標準構成 

＜道路設計の手引き 道路編/令和 2 年 3 月/埼玉県県土整備部 /p.6-25＞ 
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（2） 駐車場 

駐車場内の舗装構造は、外周道路・構内道路と同様にＴＡ法により決定する。 

駐車場におけるＴＡについては東日本高速道路㈱の設計要領において下記の通り記載

されている。駐車場のＴＡは下記基準より、大型車駐車場：ＴＡ＝２０cm、小型車駐車場：

ＴＡ＝１５cm とする。 

小型車駐車場の舗装構成は道路設計の手引きにおける標準構成における上記ＴＡに対

応する舗装構成とする。次頁標準構成を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.23 駐車場のＴＡ 

＜設計要領 第一集 舗装/平成 28 年 8 月/東日本高速道路㈱ /p.6-1＞ 
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図 2.24 舗装の標準構成 

＜道路設計の手引き 道路編/令和 2 年 3 月/埼玉県県土整備部 /p.6-25＞ 

小型車駐車場 
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大型車駐車場の交通量は最大 2000 台程度想定される事から表層（５ｃｍ）・基層（５ｃ

ｍ）の２層構造で、上層路盤は瀝青安定処理とする。以下に舗装構造を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.25 舗装構成算定条件 

＜道路設計の手引き 道路編/令和 2 年 3 月/埼玉県県土整備部 /p.6-23＞ 
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2.2 交差点設計 

2.2.1 設計条件の整理 

（1） 交差道路の規格 

設計対象交差点における交差道路の規格は以下に示すとおりである。 
【国道１７号交差点】 

 本線：  
国道１７号熊谷ＢＰ  

北側：  
道の駅取付道路  

南側：  
道の駅関連道路  

道路区分  第３種第２級  第３種第２級  第３種第２級  
設計速度  60km/h 40km/h 50km/h 

車線数  ５ ３ ３ 

【国道１２５号交差点】 

 本線：  
国道１２５号  

北側：  
弥藤吾・行田線  

南側：  
道の駅取付道路  

道路区分  第３種第２級  第３種第３級  第３種第２級  
設計速度  60km/h 50km/h 40km/h 

車線数  ５ ３ ３ 

 
（2） 横断構成 

交差点部には右折車線を設置する。右折車線の幅員は、直線車線、右折車線ともに 3

ｍとする。但し、国道 17 号ＢＰの右折車線は、近隣交差点と同様に、直線車線とは分

離した構造とするため、ランプ規格（Ｂ規格）を準用し、車線幅員 3.25ｍ、路肩幅員は

左側 1.5ｍ、右側 0.75ｍとする。 

 
【国道１７号交差点】 

路 線 名 単路部 
交差点内 

直進車線 付加車線 

国道 17 号熊谷ＢＰ 3.25ｍ 3.25ｍ 3.25ｍ 

道の駅取付道路  3.25ｍ 3.25ｍ 3.00ｍ 

道の駅関連道路(西側) 3.25ｍ 3.25ｍ 3.00ｍ 

【国道１２５号交差点】 

路 線 名 単路部 
交差点内 

直進車線 付加車線 

国道 125 号 3.25ｍ 3.25ｍ 3.00ｍ 

弥藤吾・行田線  3.00ｍ 3.00ｍ 3.00ｍ 

道の駅取付道路 3.25ｍ 3.25ｍ 3.00ｍ 
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図 2.26 横断構成 

＜道路設計の手引き 道路編 /令和 2 年 3 月 /埼玉県県土整備部  /p.3-8＞  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.27 右折車線路肩幅員 

＜道路構造令の解説と運用 /p.539＞  
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（3） 曲線部の拡幅 

国道 17 号ＢＰの右折車線は、曲線半径に応じた拡幅を行う。  
拡幅量は、道路構造令に準拠し、交差点北側で 1.25ｍ（R30ｍ）、南側で 0.25ｍ（R90

ｍ）とする。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.28 曲線部の拡幅量 

＜道路構造令の解説と運用 /p.346＞  
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（4） 右折車線長 

右折車線長の考え方を以下に示す。  
本線シフトについては以下の考え方により、国道 17 号ＢＰ西側新設道路にのみ設置

する。  
①新設道路 

・２箇所計画している道の駅出入口が近接する事を避けるため、本線シフトはしない

計画とする。 

②国道 17 号ＢＰ、国道 125 号、弥藤吾・行田線 

・現況においてシフトしていない事から本線シフトはしない事とする。 

③国道 17 号ＢＰ西側新設道路 

・本線シフトを計画する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.29 右折車線長の考え方 

＜道路設計の手引き 道路編 /令和 2 年 3 月 /埼玉県県土整備部  /p.3-8＞  
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1） シフト長 

本線シフトは国道 17 号西側新設道路に計画する。 

シフト長は、計算値より 25ｍ（50×1.5/3）となるため、最小値である 40ｍとする。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.30 シフト長  

＜道路設計の手引き 道路編 /令和 2 年 3 月 /埼玉県県土整備部  /p.3-9＞  
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2） テーパ長 

テーパ長は、道路設計の手引きに準拠し、以下のとおりとする。弥藤吾・行田線につ

いては、交通解析の結果右折車線の改修を行わない事とした。  
【国道１７号交差点】 

 
設計  
速度  

テーパ長  
減速に必

要な長さ  シフトに必要な最小長  採用値  

国道１７号  
熊谷ＢＰ  

北側流入  60km/h 40ｍ 32.5ｍ(60×3.25/6) 40ｍ 

南側流入  60km/h 40ｍ 32.5ｍ(60×3.25/6) 40ｍ 

道の駅取付道路  40km/h 15ｍ 20ｍ(40×3/6) 20ｍ 

道の駅関連道路  50km/h 20ｍ 25ｍ(50×3/6) 25ｍ 

【国道１２５号交差点】 

 
設計  
速度  

テーパ長  
減速に必

要な長さ  シフトに必要な最小長  採用値  

国道  
１２５号  

東側流入  60km/h 40ｍ 30ｍ(60×3/6) 40ｍ 

西側流入  60km/h 40ｍ 30ｍ(60×3/6) 40ｍ 

弥藤吾・行田線  50km/h ‐ ‐ ‐ 

道の駅取付道路  40km/h 15ｍ 20ｍ(40×3/6) 20ｍ 

※弥藤吾・行田線については、交通解析の結果右折車線の改修を行わない。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.31 テーパ長  

＜道路設計の手引き 道路編 /令和 2 年 3 月 /埼玉県県土整備部  /p.3-9＞  
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3） 滞留長 

滞留長は、過年度計画における交通解析結果より以下のとおりとする。 

 

 ①国道 17 号交差点 

・北側流入部は、必要滞留長は 0ｍであるため、分岐部に平行区間を 30ｍ設置すると

ともに、曲線半径 30ｍ（設計速度 30km/h での最小曲線半径）で交差点に直行する

ように線形を計画し、計画長は 78ｍとした。 

・南側流入部は、分岐部に平行区間 30ｍ設置するとともに、交差点部に平行区間 20

ｍ設置する（セミトレーラの停車を想定）したうえで、必要滞留長（125.2ｍ）を満

たす曲線半径 90ｍで前後の平行区間に接続するように計画した。 

・道の駅取付道路、道の駅関連道路は必要長を満たすように滞留長を設定した。 

 

 ②国道 125 号交差点 

  ・東側流入部は、必要滞留長は 18.6ｍであるが、最低限の滞留長として 30ｍとした。 

  ・弥藤吾・行田線については、交通解析の結果、現況において必要滞留長を満たして

いる事から右折車線の改修を行わない事とした。  
  ・西側流入、道の駅取付道路については必要滞留長を満たすように滞留長を設定した。 

 

【国道１７号交差点】 

 滞留長  
必要長  計画長  

国道１７号  
熊谷ＢＰ  

北側流入  0ｍ 78ｍ 

南側流入  125.2ｍ 130ｍ 

道の駅取付道路  100.1ｍ 105ｍ 

道の駅関連道路  40.5ｍ 45ｍ 

【国道１２５号交差点】 

 滞留長  
必要長  計画長  

国道  
１２５号  

東側流入  18.6ｍ 30ｍ 

西側流入  67.0ｍ 70ｍ 

弥藤吾・行田線  0ｍ 33ｍ 

道の駅取付道路  105.7ｍ 110ｍ 

※弥藤吾・行田線については、交通解析の結果右折車線の改修を行わない。  
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図 2.32 交差点滞留長 

＜(仮称)道の駅「くまがや」交通処理検討業務 報告書 /令和 2 年 3 月 /建設技術研究所  /p.5-32＞
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（5） 分岐部のノーズオフセット 

国道 17 号 BP の本線から右折車線への分岐ノーズ（本線側）は、ノーズオフセットを

設置した。ノーズオフセット量は 1.0ｍ、ノーズオフセットのすりつけ長は 10ｍ（すり

つけ率 1/10）とした。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.33 セットバックとノーズオフセット 

＜道路構造令の解説と運用 /p.481-482＞ 
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（6） 横断歩道の設置位置 

  横断歩道の設置位置に関する考え方を以下に示す。横断歩道の幅員は４ｍとし、歩車

道境界の延長戦上から３ｍ後退させて設置する。また、停止線は横断歩道から１ｍの位

置に設置する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.34 横断歩道の設置位置  

＜道路設計の手引き 道路編 /令和 2 年 3 月 /埼玉県県土整備部  /p.3-14＞ 
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2.2.2 設計検討 

 前述した設計条件に基づき協議図面を作成した。  
 作成した協議図面を次頁より示す。  
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2.3 造成設計 

2.3.1 駐車場計画高検討 

 前述した新設道路の縦断計画より駐車場の計画高を検討した。駐車場計画高は後述する

調整池計画における河床高を踏まえて、調整池へ自然流下で放流可能となるよう検討した。 
 
 ・調整池天端高は、土地利用計画及び下流側接続水路高より FH=23.4 と設定する。 

 ・場内は排水勾配として、縦断勾配 i＝0.3%以上を確保するように出入口計画高を設定

する。  
 ・外周道路の排水は、国道 17 号側への排水を基本とするが排水勾配がとれない事から一

部国道 125 号側への放流とする（構内道路出入口部をトップとする）。 

 ・駐車場内の排水は、国整備範囲と市整備範囲で分ける事を基本として横断勾配を設定

する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 2.35 国道１７号ＢＰ境界部の処理方針 

 
 

交差点現況高 

GH=22.54 

交差点現況高 

GH=22.48 

出入口計画高 

FH=23.47 

調整池天端高 

FH=23.40 

出入口計画高 

FH=24.56 

i=0.3%～0.4％ 

i=0.6% i=0.6% 

i=1.5% 

流域界 i=0.3% 

i=0.6% 
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2.3.2 国道１７号ＢＰ境界処理方針 

 計画対象地と国道１７号ＢＰの境界部には、現況において水路が設置されている。この

水路は国道１７号ＢＰより１ｍ以上低い位置に設置されているため、敷地の有効活用の視

点で水路部の造成方針を検討した。検討案を以下に示す。  
 熊谷市と協議した結果、プラン１、プラン３は敷地有効活用の視点では優位であるが、

水路の維持管理性、経済性で課題があることから、プラン２を採用する事とした。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.36 国道１７号ＢＰ境界部の処理方針 
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2.3.3 擁壁設計 

（1） 擁壁基礎地盤の評価 

擁壁の基礎地盤となる地層は、過年度検討結果より第一沖積粘土層（Ac1）であり、

地盤改良等のすべり安定対策が必要となっている。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.37 地盤破壊検討結果  

＜（仮称）道の駅「くまがや」地盤調査・解析・対策検討業務委託 /令和 2 年 3 月 /日本工営株式会社＞

2-53



 

 

（2） 軟弱地盤対策工法の選定 

1） 対策工法の 1 次選定 

工法選定における条件は、Ac1 層の改良であることから浅層改良であり、改良の目的

がすべり防止であること更には擁壁にかかる荷重に対する沈下防止である。  
したがって、選定する工法は下表の表層安定工法で支持力増加及びすべり防止に対応

する工法となる。  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.38 軟弱地盤対策工法の種類と適用性  

＜地盤対策工法技術資料 /小野田ケミコ株式会社＞ 

 

 

2） 対策工法の 2 次選定 

１次選定において対応可能な工法を 3 工法選定し、長所・短所、施工性、経済性を

比較し、経済性に優れるマイコマ基礎工法を採用する。 
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（3） 基礎検討における土質条件の設定 

1） 擁壁計画の位置 

計画している擁壁設置箇所は、下図の通りであり、床付け位置は、概ね標高 20.5ｍか

ら 21.50ｍ当りであるため、想定地層断面図 C-C´及び D-D´にて基礎地盤を設定する。 
床付け位置は、第一沖積粘土層（N 値 1）であり、地盤改良を行う地層は第一沖積粘

土層から第一沖積砂質土層（N 値 5）一部第二沖積粘土層（N 値 3）である。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.39 土質条件  

＜（仮称）道の駅「くまがや」地盤調査・解析・対策検討業務委託 /令和 2 年 3 月 /日本工営株式会社＞
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2） 対象となる地盤改良層の土質定数 

対象となる第一沖積粘土層、第一沖積砂質土層、第二沖積粘土層の土質定数は、下

表の通りである。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.40 土質定数  

＜（仮称）道の駅「くまがや」地盤調査・解析・対策検討業務委託 /令和 2 年 3 月 /日本工営株式会社＞ 
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（4） 地盤改良検討 

対象となる地盤が 3 層のうち、最も定数の不利な第一沖積粘土層の定数を採用し検討

する。設計用定数は下表の通りとなる。また、施工に際しては現状土をサンプリングし

配合設計を行ってから採用する事が望ましい。 
 
 
 
 
 

次頁より、地盤改良検討書を示す。すべりや沈下に対し安全である。 
 
【円弧すべり検討結果】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【安定計算結果】 
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2.4 駐車場設計 

2.4.1 設計条件の整理 

（1） 設計車両 

設計車両は、以下に示す乗用車、トラック、セミトレーラ連結車とする。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.41 設計車両  

＜休憩施設設計要領 /平成 17 年 10 月 /東日本高速道路㈱  /p.32＞  
 
（2） 駐車ますの寸法 

駐車ますの寸法は以下のとおりとする。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.42 設計車両  

＜休憩施設設計要領 /平成 17 年 10 月 /東日本高速道路㈱  /p.32＞  
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（3） 駐車ますの配置と車路幅 

駐車ますの配置は、小型車は直角の後退駐車・前進発車、大型車は 60°右の前進駐車・

前進発車、セミトレーラは縦列駐車とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.43 駐車ますの配置と車路幅  

＜休憩施設設計要領 /平成 17 年 10 月 /東日本高速道路㈱  /p.33＞  
 

2-272



 

 

2.5 調整池設計 

2.5.1 設計条件の整理 

（1） 放流先水路 

調整池からの放流先は、現況で国道１７号ＢＰを横断する水路へ放流する事とする。放流

先となる既設水路の位置及び敷高を以下に示す。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.44 放流先水路 
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（2） 雨水流出抑制施設の規模 

1） 条件設定 

①概要 

雨水流出抑制施設の必要対策量は（雨水流出増加行為に対する必要対策量）＋（湛水想

定区域での盛土行為に対する必要対策量）で求められる。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 2.45 雨水流出増加行為となる土地利用の変更行為 

＜埼玉県雨水流出抑制施設の設置等に関する条例 許可申請・届出手引き /平成 19 年 4 月  

/埼玉県土整備部河川砂防課 /p.4＞  
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②雨水流出増加行為に対する必要対策量の算定式 

雨水流出増加行為に対する必要対策量（＝雨水流出抑制施設の容量）は、地域別調整要領

をもとに、以下の式より算定する。計画対象地は湛水想定区域が含まれるため浸透効果量は

見込まない。  
外周道路を除く開発区域面積は 10.09ha、開発区域内の宅地面積は 0.05ha であり、容量算

出における土地の面積は 10.04ha である。次頁に面積根拠図を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.46 雨水流出抑制施設の容量の算定 

＜埼玉県雨水流出抑制施設の設置等に関する条例 許可申請・届出手引き /平成 19 年 4 月  

/埼玉県土整備部河川砂防課 /p.3＞ 
 
＜地域別調整容量（Ⅴａ、Ⅴｂ）＞  
熊谷市は県北ブロックに属するため、Ⅴａ＝700 ㎥/ha、Ⅴｂ＝0.4704 ㎥/ha となる。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.47 地域別調整要領 

＜埼玉県雨水流出抑制施設の設置等に関する条例 許可申請・届出手引き /平成 19 年 4 月  

/埼玉県土整備部河川砂防課 /p.4＞  
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図 2.48 地域別調整要領 
 
 
 
 

宅地 0.05ha 
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③湛水想定区域内の土地の盛土をする行為に対する必要対策量の算定 

次に、湛水想定区域内の土地の盛土をする行為に対する必要対策量を以下の式を用い

て算定する。計画対象地の湛水区域は次頁に示すとおり約 3.54ha である。  
 

 
 
 
 
 
 

図 2.49 雨水流出抑制施設の容量（Ⅴ）の算定 

＜埼玉県雨水流出抑制施設の設置等に関する条例 許可申請・届出手引き /平成 19 年 4 月  

/埼玉県土整備部河川砂防課 /p.9＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 2.50 対象となる盛土面積 

＜埼玉県雨水流出抑制施設の設置等に関する条例 許可申請・届出手引き /平成 19 年 4 月  

/埼玉県土整備部河川砂防課 /p.9＞ 
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図 2.51 湛水区域面積  

計画対象地 
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2） 必要対策容量の算出 

前述した算出式より必要対策容量を算出する。 
 
 ①雨水流出増加行為に対する対策容量 

  雨水流出増加行為に対する対策容量は下表のとおり 7,028ｍ3 である。 

    

流域面積 

Ａ 

地域別調整容量 

Ｂ 

対策容量 

Ａ×Ｂ 

10.04ha 700（㎥/ha） 7028 ㎥ 

 

 ②湛水想定区域内の土地の盛土をする行為に対する対策量 

  湛水想定区域内の土地の盛土をする行為に対する対策量は下表のとおり 4425ｍ3 であ

る。 

 
湛水区域面積 

Ａ 

湛水深 

Ｂ 

対策容量 

Ａ×Ｂ 

3.54ha 0.125ｍ 4425 ㎥ 

 
 ③合計対策容量 

  前述した雨水流出増加行為に対する対策容量、湛水想定区域内の土地の盛土をする行

為に対する対策量より、11,453ｍ3 である。  
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（3） 放流施設の構造 

1） 許容放流量 

許容放流量の考え方を以下に示す。埼玉県雨水流出抑制施設の設置等に関する条例では

放流先水路の許容比流量により設定する事となっている。放流先水路の比流量は過年度成

果より 0.0083m3/s/ha とする。 

よって、許容放流量は 0.0854 m3/s（流域面積 10.3ha）とする。 

 
＜雨水流出抑制施設からの放流量（Ｑ´）＞  
・放流量を安全に流下することができる放流先を選定する。 

・放流量は放流先の河川、水路等の管理者と協議を行い、その結果に基づいた許容放流量と

する。ただし、開発区域 1ha あたり 0.05 ㎥/s を上限とする。 

 
 
 
 
 
 
 

 

図 2.52 雨水流出抑制施設からの放流量（Ｑ´）の算定 

＜埼玉県雨水流出抑制施設の設置等に関する条例 許可申請・届出手引き /平成 19 年 4 月  

/埼玉県土整備部河川砂防課 /p.15＞  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 2.53 許容放流量 

＜（仮称）道の駅くまがや排水検討報告書 /令和元年 12 月 /p.10＞  
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2） オリフィス断面の設定 

①放流断面（オリフィス）の算定方法 

放流断面の算定に関しては、以下の算定式（オリフィスの式）より断面積を算定する。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.54 放流断面（オリフィス）の算定 

＜埼玉県雨水流出抑制施設の設置等に関する条例 許可申請・届出手引き /平成 19 年 4 月  

/埼玉県土整備部河川砂防課 /p.15＞  

 
 ②放流断面（オリフィス）の算定 

  前述した算定式より放流断面を算定する。 

  以下に示すとおり放流断面は 0.175×0.175 の断面とする。 

 

ａ＝Ｑ÷（Ｃ（2×ｇ×Ｈ）＾1/2    

＝0.0307 ㎡  

Ｄ＝ａ＾（1/2）    

＝0.175 ｍ  
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2.5.2 構造形式の検討 

調整池の構造形式として、オープン型、地下式（プレキャストコンクリート製、樹脂製）で

の比較検討を行った。検討した比較表を次頁より示す。  
比較検討の結果、オープン調整池を選定するが、実施設計検討時に上部の土地利用計画の見

直しがあった場合には、地下式に変更することも考えられる。  
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2.5.3 平面計画 

  オープン式、地下式（樹脂製）について平面計画を検討した。次頁より検討図を示す。  
  整備計画時にでは調整池は国管理範囲と市管理範囲に分けて２箇所設置する計画であっ

たが、本業務で埼玉県河川砂防課と協議した結果、湛水想定面積の減少に伴い必要対策容量

が減少した事から、土地利用計画に配慮して市管理の１箇所にまとめる事とした。  
  尚、選定案はオープン式としているが、今後上部土地利用計画の見直しがあった際には地

下式に変更する事も考えられる事から地下式についても参考として検討した。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.55 整備計画時の調整池計画 

＜（仮称）道の駅「くまがや」整備計画 /令和 2 年 6 月 /埼玉県熊谷市 /p.3-4＞  
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【参考】 

  計画対象地の調整池敷高は、国道沿い水路を上越しして横断水路へ放流する前提で設

定している。結果、敷地全体を盛土する計画となっている。  
  参考として、国道沿い水路をサイフォン形式により下越しして接続した際にどの程度

調整池敷高を下げられるかを検討した。  
次頁に示す計算書より、約 60ｃｍの水頭差があればサイフォン形式による放流が可能

である。つまり、放流部の接続高を現在 FH21.6 としているがサイフォン形式とする事

で、21.125（20.525+0.6）まで下げる事が可能であり、50ｃｍ弱調整池敷高を下げる事

が可能である。  
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2.6 雨水排水設計 

2.6.1 設計条件の整理 

設計条件を整理するために、雨水排水施設について「都市計画法に基づく開発許可制度の

解説」、「熊谷市 開発許可申請等に関する設計の手引き」を用いて整理を行った。  
 
（1） 計画対象降雨 

計画対象降雨に関する設計条件は以下のとおりとする。次頁より手引きの抜粋を示す。  
 
①確率年度 ：５年確率  

  ②算出式  ：合理式 
  ③流出係数 ：手引きに従う  
  ④降雨強度式：手引き「熊谷地区」  
 
 
（2） 排水施設容量 

排水施設容量に関する設計条件は以下のとおりとする。次頁より手引きの抜粋を示す。  
 
  ①算出式  ：マニング式 

②流速   ：0.8m/s～3.0m/s 

  ③管渠余裕率：20% 
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図 2.56 雨水排水設計 設計条件 

＜都市計画法に基づく開発許可制度の解説／令和 2 年 4 月 /埼玉県都市整備部都市計画課 /p.126＞ 
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図 2.57 雨水排水設計 設計条件 

＜都市計画法に基づく開発許可制度の解説／令和 2 年 4 月 /埼玉県都市整備部都市計画課 /p.127＞ 
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図 2.58 雨水排水設計 設計条件 

＜都市計画法に基づく開発許可制度の解説／令和 2 年 4 月 /埼玉県都市整備部都市計画課 /p.128＞ 
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図 2.59 雨水排水設計 設計条件 

＜都市計画法に基づく開発許可制度の解説／令和 2 年 4 月 /埼玉県都市整備部都市計画課 /p.129＞ 
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図 2.60 雨水排水設計 設計条件 

＜都市計画法に基づく開発許可制度の解説／令和 2 年 4 月 /埼玉県都市整備部都市計画課 /p.130＞ 
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図 2.61 雨水排水設計 設計条件 

＜都市計画法に基づく開発許可制度の解説／令和 2 年 4 月 /埼玉県都市整備部都市計画課 /p.131＞ 
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図 2.62 雨水排水設計 設計条件 

＜都市計画法に基づく開発許可制度の解説／令和 2 年 4 月 /埼玉県都市整備部都市計画課 /p.125＞ 
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2.6.2 排水方針 

（1） 敷地内排水 

 雨水排水方針図を以下に示す。  
 以下の考え方により、３流域に分けてそれぞれ調整池に放流する計画とした。  
 
 ・隣接地（Ｃ流域）については管理者が別になる事から流域を分けて設定した。  
 ・駐車場範囲は、概ね国整備範囲と市整備範囲で分けて流域を設定した。  
 

各流域からの排水施設について流量計算書を行い、以下の規格とした。流量計算にあた

っては、調整池の LWL より高い位置で放流するため H1100 以下となるように設定した。 
次頁に流量計算書を示す。  
・Ａ流域：大型フリューム W600×H1000 

・Ｂ流域：大型フリューム W800×H1100 

・Ｃ流域：大型フリューム W600×H1100 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.63 雨水排水方針 

 

地区外の湛水流入分をポンプ 

圧送により B 流域に合流 

国整備駐車場 

市整備駐車場 

既設水路へ放流 

市整備駐車場・国整備駐車場・隣

接地の３流域に分けて設定 
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（2） 地区外流入分（湛水） 

  湛水対策として、前面道路外周部にＵ型側溝を設置する。Ｕ型側溝で集水した雨水は

南側交差点付近でポンプ圧送して調整池へ放流する。  
  ポンプ検討における排水量は以下に示す３案より１案：直接放流域の排水量を採用す

る事とした。また、ポンプは費用比較により１運転、予備１台とした。  
次頁よりポンプ検討書を示す。  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.64 直接放流域の流域図  

湛水対策用側溝 

直接放流域面積 

ポンプ圧送して 

調整池へ 
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2.7 公園緑地設計 

 
設計条件を整理するために、設置すべき公園と計画すべき緑化について「都市計画法に基

づく開発許可制度の解説」、「熊谷市 開発許可申請等に関する設計の手引き」、「緑化計画届

け出制度の手引き」を用いて整理を行った。  
尚、計画対象地では公園緑地の具体的な設計は、民間事業者の意見を反映しながら実施し

ていくため本業務では条件のみ整理した。  
 
（1） 公園 

設置する公園の技術的細目の概要を以下に示す。設置基準や基準の強化、緩和につい

ては既に２章で示している通りとする。  
 

表 2.1 公園設置の概要 

技術的細目  

・形は原則として長方形とする 

・面積が 1000 ㎡以上の公園では、２つ以上の出入口を配置する 

・公園が自動車交通量の多い道路等に接する場合は、さく又はへいの

設置など、利用者の安全の確保を図るための措置を行う 

・公園は、広場、遊戯施設等の施設が有効に配置できる形状及び勾配

で設ける 

・公園には、雨水等を有効に排出するための適当な施設を設ける  
 

次頁以降に、上記の根拠となる「都市計画法に基づく開発許可制度の解説」と「熊谷市 

開発許可申請等に関する設計の手引き」における公園の技術的細目に係る部分の詳細を示

す。  
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1） 技術的細目 

公園の形は原則として長方形とすることや、面積が 1,000 ㎡以上の場合は出入口を２つ以

上設置すること、利用者の安全の確保を図るための措置を行うこと等が定められている。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.65 公園に関する技術的細目 

＜都市計画法に基づく開発許可制度の解説／令和 2 年 4 月 /埼玉県都市整備部都市計画課 /p.117＞  
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（2） 緑化計画 

緑化の方法や留意点等の概要を以下に整理した。緑化の推進、基準、面積については、

２章で既に示した通りである。  
 

表 2.2 緑化計画の概要 

緑化の方法  

以下の①～⑦の緑化の方法があるが、基本的には①の樹木による緑

化とする。 

①樹木による緑化 

②芝、コケその他の地被植物又は多肉植物による緑化 

③草花その他これに類する植物による緑化 

④ツル植物による緑化（壁面の緑化に限る） 

⑤太陽光発電装置を設置している場合の取扱い 

⑥生け垣による緑化（接道部に限る） 

⑦樹高 4m 以上の樹木による緑化 

緑化の  
施工箇所  

・緑化の施工箇所は、敷地内の地上部を基本とするが、建築物の屋

上、壁面、駐車場も含むことができる 

高木植栽数  
・樹木による緑化の場合、緑化を行う面積 20 ㎡当たりに成木時の

高さが通常 2.5m 以上となる樹木を１本以上植栽する 

留意点  

・植栽する植物の選定にあたっては、周辺の生態系に配慮する 

・既存の樹木は可能な限り活かす 

・街の景観や快適性に配慮し、様々な高さの樹木を君併せて連続性

のある配置にする 

・雨水・循環水の活用、落葉の堆肥化など、省エネルギー・省資源

に配慮する 

・客度は樹木の育成が良好に保たれる土壌を使用する 

・維持管理に伴う薬剤は、周辺の環境に影響を及ぼさないように配

慮して選定する 

接道部  

接道部においては、次のア又はイの方法により算出される長さのう

ち、どちらか短いほうの長さ以上を緑化する 

 

 

 

 

敷地内の地上部においては、樹木による緑化を行う面積 20 ㎡当た

りに成木時の高さ（植栽時の高さではない）が通常 2.5m 以上とな

る樹木を 1 本以上植栽すること 

 
次頁以降に、上記の根拠となる「緑化計画届出制度の手引き」と「熊谷市 開発許可申請

等に関する設計の手引き」における緑化の基準等に係る部分の詳細を示す。
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1） 緑化の方法 

緑化の方法は樹木による植栽を基本とするが、敷地等の状況によっては芝等の方法を用い

ることも可能である。その根拠となる部分を以下に示す。  
 
 
 
 
 
 
 

図 2.66 緑化の方法（1/10） 

＜緑化計画届出制度の手引き／平成 31 年 4 月 /埼玉県環境部みどり自然課 /p.12＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.67 緑化を要する面積（2/10） 

＜緑化計画届出制度の手引き／平成 31 年 4 月 /埼玉県環境部みどり自然課 /p.10＞ 
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図 2.68 緑化を要する面積（3/10） 

＜緑化計画届出制度の手引き／平成 31 年 4 月 /埼玉県環境部みどり自然課 /p.11＞ 
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図 2.69 緑化を要する面積（4/10） 

＜緑化計画届出制度の手引き／平成 31 年 4 月 /埼玉県環境部みどり自然課 /p.12＞ 
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図 2.70 緑化を要する面積（5/10） 

＜緑化計画届出制度の手引き／平成 31 年 4 月 /埼玉県環境部みどり自然課 /p.13＞ 
 

2-323



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.71 緑化を要する面積（6/10） 

＜緑化計画届出制度の手引き／平成 31 年 4 月 /埼玉県環境部みどり自然課 /p.14＞ 
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図 2.72 緑化を要する面積（7/10） 

＜緑化計画届出制度の手引き／平成 31 年 4 月 /埼玉県環境部みどり自然課 /p.14＞ 
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図 2.73 緑化を要する面積（8/10） 

＜緑化計画届出制度の手引き／平成 31 年 4 月 /埼玉県環境部みどり自然課 /p.15＞ 
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図 2.74 緑化を要する面積（9/10） 

＜緑化計画届出制度の手引き／平成 31 年 4 月 /埼玉県環境部みどり自然課 /p.15＞ 
 

2-327



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.75 緑化を要する面積（10/10） 

＜緑化計画届出制度の手引き／平成 31 年 4 月 /埼玉県環境部みどり自然課 /p.16＞ 
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2） 緑化の施工箇所 

緑化の施工箇所は、敷地内の地上部に設定することを基本とするが、建築物の屋上などを

含めることも可能である。 
 
 
 
 

図 2.76 緑化の施工箇所 

＜緑化計画届出制度の手引き／平成 31 年 4 月 /埼玉県環境部みどり自然課 /p.12＞ 
 

3） 高木植栽本数 

敷地内の地上部においては、樹木による緑化を行う面積 20 ㎡当たりに成木時が通常 2.4m
以上となる樹木を 1 本以上植栽する必要がある。  

 
 
 
 
 

図 2.77 高木植栽本数 

＜緑化計画届出制度の手引き／平成 31 年 4 月 /埼玉県環境部みどり自然課 /p.12＞ 
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4） 留意点 

緑化の留意点として、植栽する植物の選定に当たり、周辺の生態系に配慮することや、既

存の樹木は可能な限り活かすこと等が挙げられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.78 留意点 

＜緑化計画届出制度の手引き／平成 31 年 4 月 /埼玉県環境部みどり自然課 /p.13＞ 
 

5） 接道部の緑化 

接道部の緑化を行う際は、下記の２つの式を用いて長さを算出し、その短いほうの長さ以

上を緑化する必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.79 接道部の緑化 

＜緑化計画届出制度の手引き／平成 31 年 4 月 /埼玉県環境部みどり自然課 /p.12＞ 
 
 

2-330



 

 

2.8 汚水排水設計 

 
  汚水排水は、計画対象地南側の既設下水道へ放流する。ルート検討は今後検討していく事

とするが、現在以下の２通りを想定している。国道１７号ＢＰ東側は県管理下水道となるた

め、国道１７号ＢＰを横断して既設下水管へ接続する事とする。  
 

①国道１７号歩道下を占用して既設下水道へ接続する。  
②既設市道下に埋設して既設下水道へ接続する。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.80 汚水排水放流先 

 

放流先人孔 

汚水排水放流位置 

①国道１７号歩道下 

を占用 

②既設市道下に埋設 
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2.9 給水設計 

 
計画対象地周辺には、給水本管が敷設されていないため、計画対象地北側の既設給水

管より引き込みを行う計画である。今後、給水管の設計を検討していく事となる。国道

１２５号横断部についてはアンダーパスとなっている区間に布設する計画である。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.81 給水引き込み位置 

 
 

給水引込み位置 
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